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「水素エネルギーシステム」投稿規程（抜粋）  （平成 18年 5月 23日改訂） 
 
1 投稿資格 

本誌「水素エネルギーシステム」への投稿者（連名の場合は一名以上）は原則として水素エネル
ギー協会会員に限る。但し、投稿の内容が本協会に寄与すると編集委員会が認めた場合は、会員
外の投稿も受け付ける。 
 

2 掲載原稿の種類  
2.1 原稿は、「特集」、「研究論文」、「総合論文」、「技術報告」、「総説」、「解説」、「資料」、「トピ

ックス」、「見聞録」、「市民の立場からの寄稿」、「研究室紹介」、「読者の広場」、「若い研究
者の声」、「その他」とし、投稿の際そのいずれかであるかを明記する。 

2.2  特に、「研究論文」、「総合論文」、「技術報告」および「総説」は次の条件を備える学術的ま
たは技術的論文とする。 
 (i) 内容に新規性または先進性が認められること。 
  (ii) 「研究論文」は原則として他の公開出版物に掲載されていないこと。 
 

3 投稿の取扱い 
3.1 受理日は電子投稿または郵送による原稿を当協会が受理した日とし、著者に通知する。 
3.2 投稿に際しては原稿以外に原稿の種類、表題、著者名（連名の場合は責任者を明らかにす

ること）、所属機関名、所属機関の住所、連絡先（電話・FAX・e-mail アドレス）を示し
た別紙を添付すること。 

3.3 「研究論文」、「総合論文」、「技術報告」、「総説」は、編集委員長が指定する査読者二名以
上による論文審査を行い、編集委員会が採否を決定し、著者に通知する。ただし、査読者
の氏名は公表しない。  

3.4 投稿論文に関して修正・訂正を求められた場合には、著者は審査所見に関する回答及び修
正原稿を当協会からの返送日より 3ヶ月以内に再提出する。  

3.5 原稿は、原則として返却しない。 
 

4 原稿の形式 
4.1 原稿は、水素エネルギー協会ホームページ（http://www.hess.jp）から「原稿見本」をダウ

ンロードし、原則として見本のようにレイアウトした原稿を e-mail（editor@hess.jp）ま
たは編集委員会が指定する電子メディアで編集委員会に提出する。 

4.2 原稿・図表・写真等は白黒で作成して提出する。 
4.3 原稿見本のようにレイアウトできないときは、原稿を別途提出する。その場合は図、表、

写真は、等大または縮小して写真製版できる鮮明なものを提出し、本文中に挿入場所を指
示する。 

4.4 原稿には、表題、著者名、所属機関名と住所を明記する。なお、「研究論文」、「総合論文」、
「技術報告」、「総説」、「特集」、「解説」には、日本語と英語の両方で、表題、著者名、所
属機関名と住所を記入し、150語以内の英文要旨と 5つ以内の英語のキーワードを添付す
る。 

 
5 著作権 

本誌に掲載された記事の著作権（電子化等に関する二次的著作物の利用に関する権利を含む）は、
原則として水素エネルギー協会に属する。したがって、他の出版物に掲載する場合は、当協会の
承諾を得なくてはならない。また、無断で複写することを禁じる。他の出版物の著作権と抵触す
る場合は、著作権使用の承諾書を原稿に添付すること。 
 

6   原稿の送付先 
〒101-8308 東京都千代田区神田駿河台 1-8-14 
日本大学 理工学部物質応用化学科（2号館内） 
一般社団法人水素エネルギー協会 事務局（担当：米富） 
E-mail: editor@hess.jp 
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